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真夏のご馳走 

美容歯科 科長 真鍋 厚史 
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 この記事が掲載される頃には少々涼しくなって

いることを期待しております。 

 毎年、夏場は水分と休息を十分にとることが夏

ばてや熱中症の予防になると子供の頃から教え

られてきました。さらに土用の丑の日には鰻を食

するという日本古来の習わしもあります。この理由

も暑い時期に栄養をつけるためと言われていま

す。しかし鰻の旬は冬眠に備えて身に養分を貯

える晩秋から初冬にかけての時期で、秋から春に

比べても夏のものは味がおちます。このように日

本の食文化は味、色、旬、以外にも風習が大きく

関与することに大変興味深いものがあります。本

当に旨いものとは、と思っておりますと真っ先に思

い浮かぶのがまず、マグロの刺身、ふぐの刺身等

生ものを連想してしまいます。確かに新鮮な生も

のというとおいしいイメージがあります。 

 先日、歯科学会の公開講座で非常に興味深い

お話しを聴講しました。演題内容はユッケ食中

毒、レバー刺販売禁止を通じて良質な食品素材

や栄養素とは何かを考えさせられる講演でした。

その中で健康な食物を健康に食するといいなが

ら、今の流行は逆の方向に流れている。たとえば

おいしいと柔らかいと言う言葉を同義語で使い、

さらには柔らかいと言う言葉の方が上質な褒め言

葉として使用されるようになっている。霜降りの柔

らかい牛肉、柔らかいユッケ、柔らかい大トロな

ど。すなわち脂肪の多い部分や絞めてからだい

ぶ時間たったマグロは柔らかくアミノ酸も豊富に出

てきてよりいっそうおいしくなります。しかしユッケ

や生レバーは、生で食べる

ということはすなわち新鮮で

なければならないという考え

がありますが、これも実はだ

いぶ時間がたってから食べ

られているといった内容でし

た。この講演を聴いておど

ろきとおそれを感じました。それではお寿司の

サーモンやルイベは本当に生で食することができ

るのか？記憶によれば幼い頃、鮭の身は生で食

べるものではないと教わってきました。何とも不思

議な感覚になります。答えは現在では鮭を養殖

するとき大量の抗生剤をえさと一緒に与えること

でいわゆる寄生虫が死ぬと言うことらしいです。そ

こまでしても生で食べることにこだわり、これは美

味しいと表現するのかと感じました。 

 日本食文化では新鮮な生ものを食するという永

い歴史がありますがそれ以外に網焼き、煮る、蒸

かす等日本伝統の調理法がたくさんあります。ま

たおいしく見せる器や食細工、彩りなどすばらしい

食芸術文化といっても過言ではないほど旨みを

引き出す方法があります。ですから何も今更、生

にこだわらなくてもいいのではないかと思うこの頃

です。特にこの時期は。何はともあれ食を通じて

健康においしく食卓で頂くためには健康な歯肉、

歯、かみ合わせがあってこその旨みです。 

 この機会に歯科検診でも受診してみてはいかが

でしょうか。 

発行責任者 病 院 長 岡野 友宏 

編集責任者 広報委員長 髙橋 浩二 
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先進医療の推進 

良き歯科医師の育成 
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定年退職者 

美容歯科 紹介 

 「美容歯科」ではどのように歯を治療するのか、と質

問されることがあります。保険外で歯を綺麗にする診

療科と思われるかも知れません。「美容歯科」は、

1977年(昭和52年)創設の第二歯科保存学(当時)を

ルーツにしています。2001年(平成13年)に名称を「保

存修復学」、2009年(平成21年)には「歯科保存学」と

改称し、2012年(平成24年)には「美容歯科」に改称し

ました。 

 保存修復あるいは歯科保存とは、歯を抜かずに咬め

るように治す治療です。むし歯を治す方法にも新しい

考え方が導入されています。できるだけ歯を削らない

治療(最小限の侵襲：ミニマル・インターベンション：MI) 

はカリオロジーと接着技術の進歩から可能になりまし

た。カリオロジー(う蝕学)とは、むし歯発生の原因、進

行、抑制、メンテナンスなどを包括する学問です。進

行が停止しているう蝕には経過観察、初期う蝕には再

石灰化療法も選択できます。当科では1980年代から

プラスチック材料を歯へ強固に接着させる研究とその

実践を行っています。天然エナメル質と見間違えるよ

うな歯の色に合った審美的な修復も可能になりまし

た。定期的な診察・メンテナンスとMIにより、歯は長期

間にわたって使うことができます。 

 

 

1990年代からは、歯をもとの色と形に治し咬めるよう

するだけではなく、白く美しい歯にする漂白の研究と処

置が開始されました。歯の漂白(ホワイトニング)法は、

白く若々しく清潔で健康に見える歯を、審美的な歯科

医療として提供できます。当科では、歯の状態と生活

状況に応じ最も適切な方法で歯を白くするため、カウン

セリング・歯の色の診査から適切な処置法の選択、ホ

ワイトニング実施、ホワイトニング後のメインテナンスま

でを包括した処置を行っています。歯科医師と歯科衛

生士のチーム医療も、当科におけるホワイトニング処置

の特徴です。 

 経験と実績に裏付けられた接着技法とホワイトニング

処置以外にも、最新の材料、最新の方法を応用した

審美的な歯冠修復、最適な漂白(ホワイトニング)、専

門家による歯のクリーニング（PMTC）とメンテナンス、

歯肉の色素沈着の除去、歯のマニキュア、口唇のエス

テなどが美容歯科の診療領域です。これらには保険

外処置も含まれますが、詳細はお問い合わせ下さい。

「美容歯科」は、歯の形と色を最良の状態に維持する

ことを目的とし、多くのかたが満足できる歯科医療、国

民が求める21世紀の新しい歯科医療を目指していま

す。             美容歯科 講師 東光 照夫 

 
歯科病院訪問 

 7月20日の午後、台北医学大学の口腔医学院(歯

学部）の蔡恒惠副院長（小児歯科）をはじめ11人の見

学団が歯科病院を訪れました。歯科医師は蔡先生と

もう一人、あとは歯科衛生士さんでした。口腔衛生学

部門の向井教授と私で、二班に分けて院内をご案内し

ました。最初のご挨拶で私の名前・佐野晴男を台湾語

の発音で、ゾーイェチンナンですと自己紹介したとこ

ろ、皆さんの空気が一気に和みました。 

（連携歯科 科長 佐野 晴男） 

 去る7月18日に中国広東省の佛山市からアジア歯

科審美学会の次期会長Dr.Wangご一行20名の方が

当病院を見学されました。現アジア歯科審美学会会

長で昭和大学名誉教授の久光久先生が各フロアーを

案内し、最後に宮崎学部長、岡野病院長を交えて意

見交換の場をもちました。短い時間の見学でしたが日

本の歯科医療現場を見学された先生方からは活発な

質問が多くあり中国歯科医療の今後の発展が期待さ

れました。        （美容歯科 科長・真鍋 厚史） 

前列左から日山衛生士長、蔡先生、佐野、向井教授、柴田衛生士、 

後列は見学団の皆さん 
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歯科医療最前線：「意外と知られてない“歯ぎしり”と歯科治療の関係」 
補綴歯科 科長 馬場 一美  

歯ぎしりとは 

 歯ぎしりというと、睡眠中にキリキリという不快な音

を伴って歯を擦り合わせる習癖を想い浮かべられ

ると思います。あまり知られていませんが音を生じな

い”咬みしめ“と呼ばれる習癖も歯ぎしりの一つで

す。音がしないのでわかりにくいのですが、朝起きた

ときに歯や顎に疲労感や痛みがある場合には、この

習癖が疑われます。また、睡眠中に限らず、日中

起きているときに無意識に歯を咬みしめる習癖も多

くの方に認められます。広い意味ではこれも歯ぎしり

と呼ばれます。 

 

歯ぎしりの為害作用 

 歯ぎしりが続くと顎の筋や関節に痛みが生じたり、

口が開きにくくなるといった、いわゆる顎関節症の原

因となります。最新の研究により、顎関節症患者の

５０％以上の方に日中に無意識に歯を合わせる習

癖が認められることが明らかにされています。さら

に、歯の摩耗や破折の原因となること（写真１）、歯

周病の状態を悪化させることも知られており、歯ぎし

りが原因で歯を失うことは稀ではありません。また、

時間と費用を費やして差し歯やつめ物などの歯科

治療を受けて、歯磨きをしっかりと行っていても歯ぎ

しりに対する適切な対応が行われてないと、差し歯

が破折したり、つめ物が脱落する可能性が高くなり

ます。 

歯ぎしりへの対処法 

 治療法については、マウスピースのような形態の

プラスチック製の器具を用いて対応しています（ス

プリント療法、写真２）。ただし、スプリントを用いても

ある程度歯ぎしりを少なくすることはできますが、歯

ぎしりは止まりません。しかし、スプリントにより歯ぎし

りの力から歯や歯周組織を護ることができ、歯の摩

耗や破折を防止することができます。また、スプリン

トを使用することにより歯ぎしりの音を低下させること

ができます。これは、睡眠同伴者の睡眠の質を向

上する上で非常に重要です 

 日中、咀嚼・会話などの機能を行っていない時に

は上下の歯を合わせてない状態が正常です。しか

し、無意識あるいは意識的に歯を咬み合わせてい

る人がいます。強く咬みしめている場合はもちろんで

すが、弱く歯を合わせているだけでも長時間持続す

れば前述した様々な問題の原因となります。これら

の習癖があることが確認されたら、その為害作用に

ついて十分に説明し習癖をやめるように指導しま

す。日中の起きているときの習癖ですので、習癖の

確認・是正は可能です。 

 最後に、虫歯や歯周病の治療については広く理

解が得られるようになり、その結果として国民の口

腔健康状態は著しく向上してきました。残念ながら

歯ぎしりに対しては十分な理解がえられているとは

言えません。高度な歯科治療を受け自己管理がで

きていても、歯ぎしりを見逃すと、口腔の健康は損

なわれます。健康な歯を維持するためには歯ぎしり

についてよく理解し適切に対応する必要がありま

す。  

写真１ 

写真２ 
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歯内治療科 紹介 

顕微鏡を用いた歯内治療 

１．歯内治療とは？ 

 歯はその表面をエナメル質という硬い層で覆わ

れています。う蝕はその硬い層を溶かして内部に

進行します。内部には歯を栄養する血管とともに

歯に感覚を与える神経が来ています。その部分を

歯髄といいます。う蝕がこの歯髄に近づくとそれだ

けで痛みを生じます。熱いものや冷たいものに歯

が触れるとさらに痛みが強まります。これを治すに

は、まずはう蝕病変をとって、穴の空いた部分に

詰め物をします。これで治まることもありますが、す

でに歯髄がう蝕の病変により細菌に感染し変質し

てしまっているときには別の治療になります。その

治療を歯内治療と呼びます。 

 そこでは、まずこの感染した歯髄を除去します。

歯髄が少しでも生きている場合には注射麻酔をし

てこの治療をします。歯は口の中で見えている部

分よりも骨に埋まっている部分の方が長く、この部

分を歯の根、歯根といいます。神経や血管は顎か

らこの歯根の先端を通じて歯に入り、歯髄を形成

します。歯髄の含まれる部分を根管と呼びます。

歯髄の治療では歯根の先端までの歯髄をきれい

にしますが、先端を介して顎の方にも細菌感染を

起こしている可能性があります。これを無菌化する

ために一定の期間をおきながら数回の外来での

治療が必要になります。これが当科での診療期間

が長くなる理由の一つです。また歯の中の狭い場

所に小さな器具を使っての治療になりますから、

治療目的によっては顕微鏡を併用することもあり

ます。 

２．ラバーダム防湿とは？ 

 歯内治療を行うには無菌操作が必須です。治

療中はその歯だけを露出して他の部位を覆いま

す。また治療に用いる薬液には刺激性のものがあ

りますので、これが口のなかに漏れないためにも必

要です。この操作をラバーダム防湿といいます。 

なお、ラバーにアレルギーのある方がいますので、

その場合にはノンラテックス（ラバーでない）のシー

トを用います。 

３．歯の外傷（歯を強く打ったり割れた場合）に対

応します 

 最近、お子さんだけでなくスポーツで歯を打撲し

たり、転んで歯をぶつける方が増えています。 

以下のような所見が認められたら、速やかに当院

を含めて近くの歯科医院を受診して下さい。もちろ

ん、頭をぶつけて頭痛や吐き気など気分が悪い

場合は、まずは大きな病院の救急外来の診察を

受けてください。 

 

 

 

 

 早い対応で歯を抜かなくて済む場合がありま

す。また歯の根が折れた場合であってもその程度

次第で歯を保存することができます。ただし、治療

の甲斐無く、歯を抜かなくてはならないこともあるこ

とをご承知おき下さい。 

 当科では必要に応じて昭和大学病院とも連携し

て診療を行っています。 

４．当科での診療の特徴は？ 

 歯内治療のエキスパートによる診療を行ってい

ます。本院は教育病院ですから、将来の歯内治

療の専門医を目指す若い先生方もエキスパートの

指導のもとで、診療に参加します。 

 極度の緊張から歯科治療が困難な方に対して

は歯科麻酔科と連携し鎮静法を用いて治療を

行っていきます。何か御不明な点がございました

ら、当科の担当医にお問い合わせください。 

編 集 後 記 

 ロンドンオリンピックでは熱戦が行われましたね。吉田選手と伊調選手の女子レスリング3連覇、なでしこジャ

パンの価値ある女子サッカー銀メダル、北島選手の第二泳者として第一位のタイムで勝ちとった400ｍメド

レーリレー銀メダルなどなど。。それにしても熱戦はとうに終わったのにこの暑さ。秋は何処に・・     （K.T） 

（歯内治療科 

 講師 増田 宣子） 

・歯の一部が欠けた   ・歯の位置が変わっている 

・歯がグラグラと動いている 

・歯の神経が出ている   ・歯が完全に抜け落ちてしまった 

・口の中から出血がある 

・歯が変色している ・痛みが強くある 


